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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 石狩市 

② 事業名 石狩浜海浜植物保護センター管理運営 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

石狩浜海浜植物保護センターについては、平成 29 年度から

市内の NPO 法人に運営を委託していたが、令和２年度をもっ

て運営委託の辞退に関する申し出があったことから、令和３年

度は市による直営方式で運営を引き継ぐこととなった。 

当施設に関しては今後も維持していきたいと考えているが、

現状は管理する人材選出が非常に困難な状況となっている。 

 また、海浜植物保護センターは平成 12 年に建築された木造

であるため、今後は財政的な負担の懸念もあり、改めて今後の

方向性を見直す段階と考えている。 
 

④サウンディングの目的 ○管理運営の委託団体が解散し、現在は直営式となっていること

から、管理運営の改善を目指したい。 

〇海浜植物センターが建つ石狩海岸は延長 25 ㎞に及ぶ砂浜だけ

でなく砂丘、自然草原、天然海岸林が大規模にまとまって残る、

全国的に希有な砂丘海岸である。また、そこに咲く「はまなす」

は市の花であり、貴重な観光資源と考えていることから、ロー

コストでの新たな運営方式や海浜植物の保護等についてより良

い方向性で継続できる可能性を探りたい。 

○上記の観点から、民間事業者が有する柔軟なアイデアを取り入

れたいと考え、サウンディングを実施するものである。市街化

調整区域であることが、事業化に向けての大きなハードルにな

るのか、事業者目線でのご意見を伺いたい。優れた提案であれ

ば、都市公園としての利活用等も含め内部で検討を進めたい。 

 

（事業化想定例） 

・市有財産の売買や貸付による利活用 

・石狩浜海浜植物保護センターの運営業務を指定管理で行う 

・収益施設の併設があれば官民連携事業の検討 

ただし、原則、改築や増築等の事業費は事業者負担を前提での提

案としていただきたい。 
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⑤民間事業者に対する質

問事項 

〇現行の用途（市街化調整区域）において、事業化は可能か 

（引き続き海浜植物の保護と市民が集い、植物に関する理解を

深める空間が創出できると望ましい） 

〇現行の用途（市街化調整区域）での事業化が難しい場合、公園

として指定した場合について、事業化は可能か。 

当該施設の開館は雪の影響により４月末から 11 月上旬の半年

間であるが、近くには北海道を代表する海水浴場あそびーち石

狩（入込客数年間約 10 万人）や、観光スポットである「はま

なすの丘公園」がある。 

 このような状況であるが、半年間の営業で収益を伴う事業は成

り立つか。また冬の海浜地の利活用についてのご意見があれば

伺いたい。 

〇海浜植物保護という観点を入れた官民連携事業の提案は可能か 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント    

7.運営（          ） 

8.その他（          ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※具体に事業方式（BTO、DBO

等）が決まっている場合、「8 そ

の他」に記載ください。 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（             ） 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

具体的な事業内容は未定であるが、石狩浜海浜植物保護センター

の今後の利活用方針を決める際の参考とするための意見を聴取し

たいと考えている。 

（想定利活用方針） 

・公的不動産の利活用 

・指定管理制度の導入 

・石狩浜の自然を守る活動拠点の運営業務と収益事業（PARK-

PFI 等の活用） など 
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④現状及び課題 石狩浜は、豊富な海浜植物や天然の海岸林が残る、全国的にも貴

重な自然海岸である。しかし、1970 年代以降、過剰なレジャー

利用やハマボウフウの乱獲などにより、海浜植生の破壊が急速に

進んだ。石狩浜の豊かな自然を守り回復させ、市民の財産として

後世に遺していくための活動拠点として、平成 12 年、石狩浜海

浜植物保護センターがオープンした。 

これまで、浜の自然情報の提供や調査研究、環境学習等に関わる

さまざまな活動に、石狩市、市民、研究機関が協働して取り組ん

できた。 

しかし、平成 29 年度から運営を委託していた NPO 法人が、令

和２年度をもって受託を辞退し、令和３年度から直営体制となっ

た。 

今後も石狩浜の豊かな自然を守るため、管理運営の改善を図りた

い。 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

石狩浜は全国的にも貴重な自然海岸につき、海浜植物の保護とい

う観点は残した事業提案をいただきたい。 

⑥事業スケジュール（予

定） 

未定 

（２）対象地  

① 所在地（交通情報含む） 石狩市弁天町 48 番１（札幌駅から約 25ｋｍ バスで約１時間） 

 

②敷地面積 11,244 ㎡ 

 

③ 土地利用上の制約 市街化調整区域 

 

④ 所有者 石狩市 

 

⑤ 周辺施設等 海水浴場（キャンプサイト併設）「あそびーち石狩」まで 200ｍ 

石狩天然温泉「番屋の湯」まで 350ｍ 

砂丘の風資料館まで 400ｍ（市直営施設） 

はまなすの丘公園まで 1.4ｋｍ 

⑥対象地周辺の環境  

 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

入館料無料 
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（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

① 施設名称 石狩浜海浜植物保護センター 変更なし（予定） 

② 施設の延床面積 展示棟 256.83 ㎡ 

温室棟 42.53 ㎡ 

変更なし（予定） 

③ 建物の構成（構造、階

数） 

展示棟 木造２階建 

温室棟 鉄骨造平屋建 

変更なし（予定） 

④ 主な施設の内容、導入

機能 

展示室、温室、観察園 

ハマナス再生園 

 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

H28 まで市直営 

臨時職員１～２名と臨時職員と

正職員体制で２名常駐 

H29～R２まで NPO に委託 

２名以上常駐、繁忙期は増員 

（最大５～６名） 

R3 市直営 

会計年度職員２名と正職員２名 

で２名常駐 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

 

 

 

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

① 施設名称 石狩市上下水道 

北海道電力 

既存のままを予定 

② 規模、能力 等 水道：φ20ｍｍ 

下水道：φ200ｍｍ 

電気：従量制契約 

既存のままを予定 

 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

－ － 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

－ － 
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■ 添付資料（1 ファイル） 

 石狩浜海浜植物保護センターパンフレット 

 建物図面（配置図・平面図・立面図） 

 内外観・航空写真 

 入場者数 

 

■ 参考資料 

 石狩浜海浜植物保護センターHP  https://www.city.ishikari.hokkaido.jp/site/kaihinsyokubutu/ 

 石狩市海浜植物等保護地区 https://www.city.ishikari.hokkaido.jp/site/kaihinsyokubutu/700.html 

 石狩浜ブックレット https://www.city.ishikari.hokkaido.jp/uploaded/attachment/37052.pdf 

 


